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壬
申
の
乱
及
び
聖
武
天
皇
伊
勢
巡
幸
と
北
伊
勢
㈹

－
朝
明
郡
家
跡
の
発
見
を
契
機
と
し
て
－

岡

　

田

登（績）

補
註

（
1
）
、
朝
明
郡
に
関
す
る
記
事
と
し
て
は
、

『
日
本
書
紀
』
　
天
武
天
皇
元
年
壬
申
　
（
六

七
二
）
　
六
月
丙
戌
　
（
二
十
六
日
）
　
条
に
は
、

旦
於
二
朝
明
郡
逝
太
川
辺
一
望
コ
拝
天
照

大
神
↓
是
時
。
益
人
到
レ
之
奏
日
。
所
レ
置

レ
関
者
非
二
山
部
王
。
石
川
王
↓
是
大
津

皇
子
也
。
便
随
二
益
人
一
参
来
臭
。
大
分

君
恵
尺
。
難
波
吉
士
三
綱
。
駒
田
勝
忍

人
。
山
辺
君
安
摩
呂
。
小
墾
田
猪
手
。

塗
部
抵
棟
。
大
分
君
稚
臣
。
桟
道
金
身
。

漆
部
友
背
之
輩
従
レ
之
。
天
皇
大
書
。

将
レ
及
二
郡
家
の
　
男
依
乗
レ
駅
来
奏
日
。

発
二
美
濃
師
三
千
人
。
得
レ
塞
二
不
破
道
『

於
レ
是
天
皇
美
三
雄
依
之
務
「
　
既
到
二
郡

家
↓
先
遣
二
高
市
皇
子
於
不
破
↓
令
レ
監
二

軍
事
↓
　
遣
二
田
背
部
小
田
。
安
斗
連
阿

加
布
巾
　
発
二
束
海
軍
で
　
又
遣
一
一
稚
桜
部

臣
五
百
瀬
。
土
師
連
馬
手
1
　
発
二
束
山

草
…
是
日
。
天
皇
宿
二
千
桑
名
郡
家
‥

即
停
以
不
レ
進
。
（
後
略
）

と
あ
り
、
『
続
日
本
紀
』
　
天
平
十
二
年

（
七
四
〇
）
　
十
一
月
条
に
は
、

丙
午
。
従
二
赤
坂
一
発
到
二
朝
明
郡
『
戊
申
。

至
二
桑
名
郡
石
占
一
頓
宿
。
己
酉
。
至
二

美
濃
国
当
伎
郡
「

と
あ
る
。
ま
た
、
『
万
葉
集
』
巻
第
二
の

天
皇
の
御
製

脚
妹
に
恋
ひ
吾
の
松
原
見
渡
せ
ば
　
潮
干

の
潟
に
鶴
鳴
き
渡
る

の
左
注
に

右
の
一
首
は
、
今
案
ふ
る
に
、
吾
の
松

原
は
三
重
郡
に
あ
り
、
河
口
の
行
宮
を

相
去
る
こ
と
還
し
、
若
疑
朝
明
の
行
宮

に
お
は
し
ま
し
し
時
に
製
り
ま
L
L
御

歌
に
し
て
、
伝
ふ
る
者
誤
れ
る
か
。

と
あ
る
。

（
2
）
、
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
二
年
十
月
己
卯

条
に
は
、
勅
二
大
将
軍
大
野
朝
臣
東
大
等
一
日
。
朕

縁
レ
有
レ
所
レ
意
。
今
月
之
末
。
暫
往
二
関

東
「
　
艶
レ
非
－
互
（
時
で
　
事
不
レ
能
レ
巳
。

将
軍
知
レ
之
不
レ
須
一
驚
惟
可

と
あ
り
、
や
む
に
や
ま
れ
な
い
行
幸
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
従
来
、
藤
原
広
嗣
の

乱
を
避
け
て
と
か
言
わ
れ
て
い
た
が
、
乱

は
九
州
で
起
こ
り
、
ま
た
河
口
滞
在
中
の

十
月
二
十
三
日
に
は
、
広
嗣
を
捕
ら
え
、
十

一
月
一
日
に
は
斬
刑
に
処
し
て
お
り
、
乱

を
避
け
て
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
平
城
京

か
ら
伊
賀
北
部
を
通
過
す
る
東
海
道
（
詣

経
済
誌
霧
即
築
彊
）
を
使
わ
ず
伊
賀

南
部
か
ら
河
口
へ
出
て
、
同
処
で
十
日
間

滞
在
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
天

皇
御
自
ら
伊
勢
神
宮
へ
赴
き
広
嗣
の
乱
の

平
定
を
祈
り
、
ま
た
新
し
い
都
に
還
り
、

慮
舎
那
仏
の
道
立
を
祈
念
す
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
乱
鎮
圧

に
よ
っ
て
、
天
皇
は
神
宮
へ
の
参
拝
を
と

り
や
め
（
竃
紹
鴨
窮
壷
操
椿
諮

韓
離
羅
特
需
）
、
勅
使
の
派
遣
に
と

ど
め
、
そ
の
後
は
曽
祖
父
に
あ
た
る
天
武

天
皇
の
壬
申
の
乱
の
跡
を
辿
り
、
ま
た
遷

都
に
ふ
さ
わ
し
い
地
を
求
め
て
巡
幸
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
姉
、
元
正
天

皇
が
二
度
に
わ
た
り
行
幸
さ
れ
た
養
老
の

瀧
を
見
る
こ
と
も
、
そ
の
目
的
の
一
つ
で

あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
点
に

つ
い
て
は
、
別
稿
で
詳
述
す
る
予
定
。

（
3
）
、
開
館
の
た
め
の
常
設
展
準
備
に
あ
た
っ

て
は
、
学
芸
員
に
任
用
さ
れ
た
本
学
大
学

院
出
身
の
堀
越
光
信
氏
に
協
力
し
て
行
な
っ

た
。
『
四
日
市
市
立
博
物
館
常
設
展
示
案

内
』
は
、
平
成
六
年
三
月
に
発
刊
さ
れ
、

本
論
に
関
係
す
る
部
分
は
、
二
七
頁
の

「
大
和
朝
廷
と
北
勢
地
域
」
　
の
地
図
に
示

し
た
。
な
お
、
平
成
七
年
十
月
十
八
日
に

は
、
伊
勢
市
成
人
学
級
「
古
代
の
三
重
」

第
五
回
で
　
「
壬
申
の
乱
と
北
伊
勢
」
、
同

年
十
一
月
一
一
十
五
日
に
は
歴
史
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
四
日
市
の
第
四
回
講
座
で
　
「
聖
武
天
皇

の
伊
勢
巡
幸
」
と
題
し
、
講
演
し
た
。

（
4
）
、
青
木
谷
遺
跡
の
銅
鐸
に
つ
い
て
は
、

『
勢
陽
五
鈴
遺
響
』
　
朝
明
郡
青
木
山
光
明

廃
寺
跡
に
「
元
文
年
中
、
此
廃
寺
ノ
跡
ヨ

リ
村
童
等
宝
鐸
二
ロ
ヲ
土
中
ヨ
リ
馨
出
セ

リ
、
今
桑
名
郡
桑
名
府
萱
町
西
方
寺
ノ
什

宝
ト
ス
」
と
あ
り
、
廃
寺
跡
出
土
の
も
の

で
、
銅
鐸
と
す
る
こ
と
を
疑
問
視
す
る
む

き
も
あ
る
。
た
だ
し
、
光
明
寺
は
、
一
身

田
高
田
本
山
専
修
寺
開
創
の
真
意
上
人
が
、

寛
正
元
年
　
（
一
四
六
〇
）
　
に
開
い
た
も
の

と
言
わ
れ
る
が
、
鈴
木
敏
雄
氏
は
平
安
期

頃
の
縄
庸
布
目
文
の
平
瓦
を
採
集
さ
れ

（
闘
華
麗
諾
瓦
）
、
「
訓
覇
郷
関
係
ノ
古

キ
氏
寺
タ
ル
ベ
ク
、
又
恐
ハ
長
倉
神
社
こ

モ
関
係
ア
ル
ベ
シ
」
と
さ
れ
て
い
る
。
宮

内
黙
蔵
の
『
伊
勢
名
勝
志
』
（
謂
肛
十
）
で

は
、
弘
仁
中
僧
空
海
巡
回
の
際
に
青
木
谷

に
一
堂
を
建
立
し
、
そ
の
寺
に
真
恵
上
人

が
来
往
し
た
と
す
る
。
宝
鍔
は
、
現
在
所

在
不
明
で
あ
る
。
朝
明
川
左
岸
の
伊
坂
町

重
地
山
（
扁
平
鉦
式
銅
鐸
）
や
山
村
町
金
塚

遺
跡
で
銅
鐸
鉦
片
　
（
扁
平
鉦
新
か
ら
実
線
鉦

2
式
）
が
出
土
し
て
い
る
（
饗
端
点
錯
雑

講
凱
朝
霧
憎
瑚
轄
酷
竺
）
こ
と
や
弥

生
時
代
遺
跡
の
集
中
度
や
北
脇
遺
跡
の
玉

作
り
遺
物
（
態
墓
誌
義
範
読
識
橡

議
十
）
か
ら
す
る
と
銅
鐸
で
あ
っ
た
可
能

性
は
高
い
。
ま
た
、
古
瓦
片
（
燕
刑
務
珂

準
鵠
捺
糀
綾
寵
絹
整
盤
南
）
の

散
布
は
多
く
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
久

脅
倍
遺
跡
が
朝
明
郡
衛
で
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
郡
衛
付
属
の
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
青
木
谷
遺
跡
は
土
取
で

そ
の
大
半
が
消
滅
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
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こ
と
が
確
認
で
き
な
い
の
は
惜
し
ま
れ
る
。

な
お
、
山
奥
遺
跡
か
ら
は
弥
生
後
期
に
属
す

る
土
製
模
造
鏡
が
出
土
し
て
い
る
（
轢
．

佐
々
木
橋
「
Ⅱ
　
山
奥
遺
跡
」
「
一
般
国
道
一
号
線
北
勢

バ
イ
パ
ス
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
Ⅳ
」
四
日
市
市

韓
讃
繕
平
）
。

（
5
）
、
鋼
鉄
に
つ
い
て
は
、
栖
本
亀
次
郎

三
重
考
古
図
録
』
（
籍
議
額
貝
会
、
）
、
死

人
谷
横
穴
墓
群
の
環
頭
大
刀
に
つ
い
て
は
、

八
賀
晋
「
死
人
谷
横
穴
墓
壁
（
鏑
諦
＋
鞋

踊
和
謂
三
－
も
、
拙
稿
「
四
日
市
市
死
人
谷
横

穴
墓
諾
出
土
の
単
鳳
環
把
頭
」
重
道
号
、

轄
）
参
照
。

（
6
）
、
拙
稿
「
古
墳
時
代
以
後
の
遺
跡
」

『
四
日
市
市
史
』
第
三
巻
・
史
料
編
・
考

古
Ⅱ
、
平
成
五
年
。
道
を
挟
ん
だ
南
側
の

山
畑
遺
跡
か
ら
は
、
灰
紬
陶
器
や
緑
粕
陶

器
が
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
採
集
さ
れ
て
お

り
、
郡
衛
に
関
係
す
る
も
の
か
。
な
お
、

南
方
に
は
後
述
す
る
県
道
を
挟
ん
で
式
内

社
の
伊
賀
脅
我
神
社
の
二
社
、
西
側
の
青

木
谷
遺
跡
地
内
に
は
、
式
内
社
長
倉
神
社

が
鎮
座
し
、
櫻
神
社
の
旧
社
地
も
あ
る
。

（
7
）
、
江
戸
時
代
以
来
、
海
蔵
川
以
北
の
羽

津
を
中
心
と
す
る
地
域
を
、
朝
明
郡
額
田

郷
に
比
定
す
る
説
が
あ
る
が
、
明
確
な
根

拠
は
な
い
。
三
重
・
朝
明
両
部
に
跨
っ
て

建
立
さ
れ
た
小
泉
御
厨
の
田
畠
の
内
、
朝

明
郡
の
も
の
に
、
覇
訓
郷
所
在
と
あ
る

（
肇
糞
荘
誌
舘
駆
諾
某
）
。
な

お
、
隣
接
す
る
長
松
御
厨
は
、
羽
津
町
の

小
字
に
永
松
・
長
松
が
あ
り
、
羽
津
町
に

比
定
さ
れ
る
。
『
和
名
類
衆
抄
』
　
の
朝
明

郡
郷
名
は
「
田
光
・
杖
部
・
額
田
・
大
金
・

豊
田
・
訓
覇
」
と
記
さ
れ
、
朝
明
川
上
流

か
ら
田
光
・
杖
部
と
記
し
、
員
弁
川
下
流

右
岸
の
額
田
か
ら
朝
明
川
中
流
の
大
金
、

下
流
の
豊
田
か
ら
三
重
郡
堺
ま
で
の
訓
覇

と
時
計
回
り
に
記
さ
れ
て
い
る
（
諜
紡

薙
狂
韓
酪
辞
焔
等

（
8
）
、
赤
松
一
秀
ほ
か
「
一
般
国
道
一
号
北

勢
バ
イ
パ
ス
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
既
報

Ⅷ
」
四
日
市
市
教
育
委
員
会
、
平
成
十
六
年
。

（
9
）
、
山
中
敏
史
氏
に
よ
れ
ば
、
郡
庁
の
共

通
点
と
し
て
、
「
交
通
路
や
地
形
に
よ
る
制

約
を
受
け
た
場
合
を
除
く
と
南
面
す
る
の

を
基
本
と
し
て
い
る
」
と
さ
れ
る
（
「
競
直

轄
鮨
難
鵬
物
議
難
年
奈
）
。
本
遺
跡
の

場
合
も
、
後
述
す
る
東
側
丘
陵
下
を
走
る

古
道
（
県
道
員
弁
四
日
市
線
）
や
緩
や
か
に
東

側
へ
傾
斜
す
る
斜
面
上
の
立
地
が
、
郡
庁

東
面
に
結
び
つ
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

必
ず
し
も
南
面
さ
せ
る
に
不
都
合
な
地
形

で
な
く
、
こ
こ
で
は
後
述
す
る
よ
う
な
朝

明
郡
の
特
質
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
1
0
）
、
出
土
遺
物
の
う
ち
、
従
来
三
重
県
下

で
用
い
ら
れ
て
い
る
須
恵
器
の
編
年
観
よ

り
は
、
新
し
く
見
る
説
（
七
世
紀
末
以
降
）

も
出
さ
れ
、
時
期
比
定
に
混
乱
が
見
ら
れ

る
。
な
お
、
飛
鳥
京
跡
か
ら
、
天
武
天
皇

十
年
（
六
八
一
）
　
の
干
支
「
辛
巳
」
を
記

し
た
木
簡
削
屑
と
と
も
に
、
「
□
明
評
」

の
削
屑
も
出
土
し
て
い
る
（
弼
蔚
貼
講
蹴

肇
騨
一
難
轟
）
。
古
代
郡
名
で
二

宇
目
に
「
明
」
　
の
字
を
用
い
る
も
の
は
朝

明
郡
の
み
で
、
大
宝
令
施
行
以
前
の
評
制

期
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
共
伴
し
た
木

簡
群
は
、
壬
申
の
乱
に
関
わ
っ
た
地
名
・

人
名
を
記
し
た
も
の
で
、
天
武
天
皇
十
年

三
月
か
ら
始
ま
っ
た
帯
紐
及
び
上
古
諸
事

の
記
走
作
業
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
か

（
謹
棒
繭
頴
鰹
」
〈
誌
韻
〉
）
と
さ
れ
て

いる。

（
Ⅱ
）
、
鈴
鹿
市
国
分
町
に
所
在
す
る
狐
塚
遺

跡
（
識
続
鵬
）
で
は
、
柵
で
画
さ
れ
た
コ

字
状
に
配
さ
れ
る
正
倉
十
一
棟
程
と
小
谷

を
挟
ん
だ
東
側
に
南
面
す
る
正
殿
と
東
西

脇
殿
各
二
様
が
確
認
さ
れ
、
河
曲
郡
衝
址

と
さ
れ
る
が
、
出
土
遺
物
は
極
め
て
少
な

い
（
畿
講
読
舘
註
鰯
掴
諾
脚
辣
軸

矯
幹
秤
）
。
古
代
伊
勢
国
で
の
郡
衝
遺

構
の
有
様
を
示
す
上
で
注
目
さ
れ
る
。

（
1
2
）
、
大
矢
知
の
地
名
由
来
を
、
『
角
川
日

本
地
名
大
辞
典
』
　
は
、
「
朝
明
川
の
流
域

で
最
初
の
大
き
な
谷
地
形
を
形
成
す
る
こ

と
に
よ
る
と
い
う
」
と
す
る
。
な
お
、
辻

直
樹
氏
は
大
矢
知
の
地
名
を
「
大
家
」
＝

郡
家
を
意
味
す
る
地
名
と
考
え
、
式
内
社

の
長
倉
神
社
や
桜
神
社
の
倉
に
関
わ
る
神

社
が
近
く
に
あ
り
、
久
留
倍
が
倉
部
に
由

来
（
整
繋
謹
絹
に
）
す
る
も
の
と
み
て
、

朝
明
郡
家
跡
を
、
発
掘
以
前
に
久
留
倍
遺

跡
に
比
定
さ
れ
て
い
る
（
韻
語
識
讃

難
些
竺
擢
葦
牲
誘
）
。

（
蔓
、
田
中
卓
「
尾
張
国
は
も
と
束
山
道
か
」

『
史
料
』
二
六
号
、
昭
和
五
十
五
年
。

（
1
4
）
、
拙
論
「
日
本
古
代
交
通
制
度
研
究
の

現
状
と
課
題
－
駅
馬
と
伝
馬
」
　
『
日
中
律

令
制
の
比
較
研
究
』
科
研
費
研
究
成
果
報

告
書
　
（
代
表
大
庭
俺
、
の
ち
渡
辺
寛
）
、

平
成
十
五
年
。

（
1
5
）
、
『
日
本
書
紀
』
に
は
、

越
二
大
山
一
至
二
伊
勢
鈴
鹿
つ
髪
国
司
守

三
宅
連
石
床
。
介
三
輪
君
子
首
。
及
揚

沐
合
田
中
臣
足
麻
呂
。
高
田
首
新
家
等

参
コ
通
子
鈴
鹿
郡
で
則
且
発
二
五
百
草
一

基
二
鈴
鹿
山
道
「
　
到
二
川
曲
坂
下
－
而
日

暮
也
。
以
二
皇
后
疲
一
之
暫
留
レ
輿
而
息
。

と
あ
り
、
鈴
鹿
や
川
曲
は
三
重
・
朝
明
・

桑
名
郡
の
よ
う
に
郡
家
と
記
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
『
和
名
類
衆
抄
』
に
記
載
の
如

く
、
鈴
鹿
郡
に
国
府
〔
伊
勢
国
府
跡
は
、
鈴

鹿
市
国
府
町
（
A
）
と
同
市
広
瀬
町
（
B
）
の
二

カ
所
が
知
ら
れ
、
筆
者
は
A
－
B
－
A
の
三
転

の
可
能
性
を
指
摘
（
増
甫
轟
輪
霊
草
て
一
」

等
講
、
．
賎
七
）
し
て
い
る
が
、
壬
申
紀
頃
の

国
府
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
未
確
認
で
あ
る
〕

が
置
か
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
伊
勢
固
守

（
掻
莞
噌
雑
読
摺
諦
観
）

や
介
が
、
鈴
鹿
郡
に
参
り
遇
う
と
見
え
る

の
は
、
や
や
不
審
で
、
当
時
の
東
海
道
が

河
口
関
を
越
え
る
雲
出
川
ル
ー
ト
を
取
る

こ
と
か
ら
す
る
と
、
壬
申
紀
頃
に
は
、
伊

勢
国
府
は
一
志
郡
に
置
か
れ
て
い
た
可
能

性
も
あ
ろ
う
。
一
志
郡
に
白
鳳
期
の
古
代

寺
院
が
集
中
　
（
七
力
寺
）
　
す
る
の
は
こ
れ

に
よ
る
か
。
ま
た
直
木
孝
次
郎
博
士
が
三

宅
石
床
や
三
輪
千
首
が
伊
勢
国
司
で
な
い

こ
と
を
提
起
さ
れ
た
中
で
、

「
も
し
石
床
・
子
首
が
、
伊
勢
国
司
で
あ

る
な
ら
ば
、
近
く
に
あ
る
は
ず
の
国
司

の
館
　
（
鈴
鹿
市
国
府
町
附
近
と
考
え
ら
れ

る
）
　
か
、
鈴
鹿
郡
の
郡
家
（
郡
役
所
）
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－9－

で
待
ち
う
け
て
い
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。

途
中
ま
で
迎
え
に
出
た
の
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
後
に
国
司
の
館
か
郡
家
で
労
を
ね

ぎ
ら
う
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
」

と
記
さ
れ
て
い
る
（
親
筆
競
輪
）
。
し

か
し
、
わ
ず
か
の
随
伴
者
と
と
も
に
、
急

ぎ
束
下
向
す
る
中
で
、
国
司
館
か
郡
家
を

訪
れ
労
を
ね
ぎ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
し
、
臣
下
で
あ
る
伊
勢
国
司
が
国
司
の

館
か
鈴
鹿
郡
家
で
、
皇
子
を
　
「
待
ち
受
け

る
」
と
か
「
労
を
ね
ぎ
ら
う
の
が
当
然
」

と
さ
れ
る
の
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
伊
勢
国

司
は
、
束
下
向
さ
れ
る
道
中
の
鈴
鹿
郡
で

参
遇
（
出
迎
）
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
川
曲

郡
は
、
天
智
天
皇
や
天
武
天
皇
に
と
っ
て
、

「
嶋
皇
祖
母
命
」
と
さ
れ
る
糠
手
姫
皇
女

の
母
方
（
鴫
弟
妹
招
請
襟
懐
鰊
諜
頑

練
糸
謙
譲
窺
叢
難
許
諾
整
天
）

の
地
に
あ
た
り
、
天
武
天
皇
の
束
下
向
に

は
何
等
か
の
関
わ
り
を
持
っ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
（
盤
の
）
が
、
郡
家
や
郡
司
の

館
に
立
寄
っ
て
い
な
い
点
は
重
要
で
あ
る
。

（
1
6
）
、
郡
稲
は
出
挙
利
稲
に
よ
り
支
出
さ
れ
、

そ
の
項
目
は
、
正
月
読
経
布
施
料
・
釈
実

科
・
元
日
朝
拝
国
郡
司
食
料
・
修
理
器
使

料
・
年
料
交
易
雑
物
価
料
・
買
上
御
馬
飼

株
料
・
買
立
伝
馬
価
料
・
織
諸
羅
綾
料
・

伝
使
並
将
従
食
料
・
新
任
国
司
食
料
・
巡

行
国
司
食
料
・
春
夏
出
挙
使
食
料
・
醸
酒

料
な
ど
に
充
て
ら
れ
（
薙
難
藷
叶
。
『
傾

斜
擬
等
、
天
平
六
年
（
七
三
四
）
駅
起

稲
・
兵
家
稲
を
除
い
た
他
の
雑
色
官
稲
と

と
も
に
大
税
に
混
合
（
親
族
謹
議
稲

義
曲
譜
震
鰭
朋
輩
霧
）
さ
れ
た
。
郡

稲
・
大
税
、
い
ず
れ
も
郡
衛
正
倉
に
収
納

さ
れ
た
。

（
1
7
）
、
斎
宮
跡
の
西
北
約
三
持
帰
種
の
神

郡
内
に
建
立
さ
れ
た
大
富
寺
廃
寺
（
撥
肺
）

と
志
摩
国
国
分
寺
（
麗
醐
）
と
同
蒲
の
瓦

を
持
つ
桑
名
市
西
方
町
の
西
方
廃
寺
は
、

天
平
十
二
年
の
聖
武
天
皇
伊
勢
巡
幸
の

折
、
行
基
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
と
い
う

伝
承
を
持
つ
海
善
寺
に
当
て
ら
れ
て
い
る

（
鰯
繋
、
）
。
行
基
云
々
に
つ
い
て
の
確
証

は
な
い
が
、
こ
れ
ら
三
力
寺
が
聖
武
天
皇

伊
勢
巡
幸
以
後
の
仏
教
政
策
と
の
関
わ
り

の
中
で
建
立
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

拙
論
「
伊
勢
神
郡
内
建
立
の
大
富
寺
廃
寺

を
め
ぐ
っ
て
」
（
締
轄
誇
覇
謹
）

で
述
べ
た
。

（
1
8
）
、
糠
塚
山
説
は
、
天
武
天
皇
が
こ
の
山

上
で
額
突
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
名
と
し
、

米
洗
川
は
洗
米
し
て
天
照
大
神
を
祀
っ
た

こ
と
に
由
来
す
る
と
す
る
。
米
流
用
は
、

そ
の
上
流
に
あ
る
垂
坂
が
、
御
神
酒
を
作

る
麹
の
産
地
で
、
そ
れ
を
作
る
米
を
洗
っ

た
こ
と
に
由
来
し
た
も
の
（
蘇
馴
覇

の
項
。
な
お
、
垂
坂
の
麹
は
、
江
戸
時
代
、
年
中
由
貫

六
節
会
神
酒
料
と
し
て
、
伊
勢
神
宮
へ
五
升
貢
進
さ
れ

喜
）
で
、
い
ず
れ
も
壬
申
の
乱
の
故
事

に
結
び
つ
け
て
考
え
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
昭
和
十
六
年
五
月
二
十
一
日
に
　
「
天

武
天
皇
述
大
川
御
遙
拝
所
跡
」
と
し
て
県

の
史
蹟
指
定
を
受
け
た
地
は
、
「
天
武
天

皇
の
ろ
し
の
松
」
と
言
わ
れ
る
樹
齢
五
〇

〇
年
程
と
推
定
さ
れ
る
高
松
の
あ
る
場
所

を
指
定
し
た
も
の
で
、
慶
応
二
年
（
一
八

六
六
）
に
建
て
た
石
燈
寵
が
あ
り
、
そ
れ

に
は
「
天
武
天
皇
呪
志
の
御
松
斎
宮
」
と

刻
ま
れ
て
い
る
。
石
燈
範
の
建
て
ら
れ
た

地
は
、
十
四
川
の
左
岸
に
あ
た
り
、
川
名

の
　
「
十
四
」
を
「
呪
志
」
　
の
転
化
と
み
、

「
の
ろ
し
」
　
と
理
解
し
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
地
で
は
、
毎
年
一
月
二
十
一
日
に
、

樹
の
下
に
集
ま
っ
て
神
宮
遙
拝
の
式
を
行

な
っ
て
き
た
と
い
う
（
謂
轄
籍
鰭
等

頴
鞋
謹
諌
締
話
語
）
。
こ
の
伝

承
も
、
壬
申
の
乱
の
故
事
を
、
川
名
や
老

松
樹
に
結
び
つ
け
た
も
の
で
、
根
拠
の
あ

る
も
の
で
は
な
い
。
『
三
国
地
誌
』
を
始

め
と
す
る
江
戸
期
の
地
誌
類
に
、
こ
の
伝

承
を
記
し
て
い
な
い
こ
と
、
お
よ
び
石
燈

範
の
刻
名
よ
り
す
る
と
幕
末
頃
よ
り
語
り

出
さ
れ
た
も
の
か
。
ま
た
、
地
名
の

斎
富
谷
も
こ
の
伝
承
に
よ
り
生
ま
れ
た
も

のか。

（
1
9
）
、
従
来
、
朝
明
川
左
（
北
）
岸
の
丘
陵

上
に
確
認
さ
れ
て
い
た
特
殊
な
硯
を
含
む

六
点
の
円
面
硯
や
口
縁
部
に
　
「
尾
治
山
寸

□
□
」
と
ヘ
ラ
書
き
さ
れ
た
嚢
な
ど
の
遺

物
や
方
向
を
そ
ろ
え
た
計
画
的
配
置
を
持
っ

た
廟
付
の
大
規
模
な
掘
立
柱
建
物
（
四
棟
）

や
倉
庫
と
考
え
ら
れ
る
総
柱
式
建
物
（
五

棟
）
な
ど
の
検
出
（
七
世
紀
末
－
八
世
紀
）

さ
れ
た
伊
坂
町
西
ケ
広
遺
跡
（
鞋
繚
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誌
覿
龍
鵠
識
蛸
醒
韮
牲
）
が
、
朝
明

郡
衛
の
有
力
な
候
補
地
と
考
え
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
久
留
倍
遺
跡
の
よ
う
に
、

柵
・
溝
な
ど
で
囲
む
区
画
や
官
衛
特
有
の

「
コ
の
字
」
　
型
配
置
が
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
郡
衛
の
可
能
性
は
低
い
と
さ
れ

て
い
た
（
離
縫
薙
誰
絹
瑠
璃
詞

杯
盤
十
㌔
）
。
西
ケ
広
遺
跡
が
、
朝
明

郡
衛
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
有
力
な
根
拠

は
な
い
と
は
い
え
、
朝
明
川
を
述
大
川
に

当
て
る
こ
と
に
矛
盾
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、

朝
明
駅
家
を
縄
生
に
当
て
、
朝
明
郡
の
中

心
（
鮭
続
鶉
霧
順
繋
讃
謹
講
義

親
潮
諸
生
）
と
み
て
、
朝
明
川
を
迩
大
川

に
考
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
朝
明
郡
の

郷
は
、
朝
明
川
流
域
を
主
に
分
布
（
粥
）

し
、
北
偏
す
る
員
弁
川
（
町
屋
川
）
　
流
域

の
縄
生
付
近
に
郡
衛
を
想
定
す
る
こ
と
は

無
理
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
論
に
述
べ
る

如
く
、
三
滝
川
・
海
蔵
川
を
迩
大
川
に
あ

て
る
有
力
な
根
拠
（
遠
河
）
が
あ
り
、
朝
明

川
を
迩
大
川
と
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。

註
1
に
記
し
た
如
く
、
『
日
本
書
紀
』
の
記

事
か
ら
す
る
と
、
迩
大
川
よ
り
ほ
ど
な
く

朝
明
郡
家
に
着
い
て
お
り
、
久
留
倍
遺
跡

は
、
距
離
的
に
み
て
、
朝
明
郡
家
に
あ
て

る
に
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
こ
ろ
と
言
え

る
。
な
お
、
朝
明
駅
家
を
縄
生
に
当
て
る

説
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
は
、
既
に
明
ら
か

に
し
た
（
蒜
鴇
講
読
議
誤
牢
）
。

（
2
0
）
、
な
お
、
海
蔵
川
上
流
左
　
（
北
）
　
岸
の

山
之
一
色
町
（
議
抽
藍
陵
）
に
遠
保
神
社

が
鎮
座
し
て
い
る
（
謳
艶
麗
語
）
。

『
神
社
誌
』
で
は
、
「
天
武
天
皇
束
幸
の
時
、

迦
太
河
辺
に
て
天
照
大
神
を
望
拝
と
あ
り
、

こ
の
川
の
水
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
社
号
を

遠
保
神
社
と
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
し
、

海
蔵
川
を
迩
大
川
の
水
源
と
考
え
て
い
る
。

当
社
を
遠
保
神
社
と
称
し
た
の
は
、
何
時

頃
か
不
明
。
な
お
、
『
荒
木
田
氏
系
図
』
（
講

話
引
一
）
二
門
氏
大
安
益
の
七
世
孫
（
獲
練

絹
糊
頃
）
に
「
遠
保
」
な
る
人
物
が
見
え
る
。

（
2
1
）
、
天
暦
四
年
（
九
五
〇
）
十
一
月
二
十
日

の
東
大
寺
封
戸
荘
園
井
寺
用
帳
（
講
院
）

に
、
「
伊
勢
国
三
重
郡
三
重
庄
田
五
十
町

已
荒
」
と
あ
り
、
三
重
庄
は
明
ら
か
に
三

重
郡
に
所
在
し
た
。
『
角
川
日
本
地
名
大

辞
典
』
　
（
三
重
圧
の
項
）
が
、
「
『
遠
河
』
＝

述
大
川
を
朝
明
川
と
す
れ
ば
、
朝
明
郡
内

と
な
る
」
と
す
る
こ
と
は
不
適
当
で
あ
る
。

（
2
2
）
、
三
重
郡
の
葦
田
郷
は
、
保
廷
元
年

（
二
三
五
）
　
十
月
の
寛
御
厨
検
田
馬
上
帳

（
謹
）
に
工
事
葦
田
里
六
坪
六
反
不
」
と

あ
り
、
条
里
遺
構
の
復
元
か
ら
、
現
四
日

市
市
日
永
付
近
に
比
定
さ
れ
る
（
籠
講

重
郡
に
見
え
る
足
見
田
神
社
の
現
社
地
よ
り
、
水
沢
町

を
中
心
と
す
る
地
域
に
当
て
る
説
も
あ
る
が
、
「
和
名

襲
撃
艶
鶉
㌘
）
。
ま
た
、
承
徳
三
年

（
一
〇
九
九
）
　
七
月
二
十
五
日
付
民
有
年
解

案
（
謹
）
や
前
述
検
田
馬
上
帳
に
見
え

る
「
良
田
郷
」
は
、
拳
固
郷
の
　
「
葦
」
が

「
悪
」
　
に
通
じ
る
こ
と
か
ら
改
称
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
日
永
付
近
と
す
れ
ば
、

芝
田
郷
よ
り
南
に
あ
た
る
当
郷
を
朝
明
郡

と
し
て
い
る
こ
と
は
、
郡
堺
の
移
動
と
す

る
こ
と
は
無
理
で
、
誤
記
し
た
と
す
る
ほ

か
な
い
。
な
お
、
長
屋
王
家
木
簡
に
、

『
和
名
類
衆
抄
』
　
に
見
え
な
い
　
「
伊
勢
国

朝
明
郡
祷
多
里
」
ク
寵
韓
辞
林
）
が
見

え
、
葦
田
里
は
棒
多
里
を
誤
っ
た
も
の
と

も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
祷
多
は
額
田
の

こ
と
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
2
3
）
、
日
記
に
、
「
川
上
」
と
あ
る
が
、
こ

れ
は
「
カ
ハ
カ
ミ
」
と
訓
む
の
で
は
な
く

「
カ
ハ
ノ
ヘ
」
　
で
、
『
書
紀
』
　
の
「
川
辺
」

と
同
意
で
あ
る
。

（
2
4
）
、
寛
延
三
年
　
（
一
七
五
〇
）
　
の
　
「
羽
津

阿
倉
川
山
野
論
裁
許
絵
図
」
　
に
よ
る
と
、

朝
明
郡
羽
津
村
（
羽
津
・
鵜
・
八
幡
・
別
名
・

吉
沢
の
五
ケ
村
）
と
三
重
郡
阿
倉
川
村
　
（
束

阿
倉
川
村
・
西
阿
倉
川
村
）
　
と
が
、
志
珪
我

野
の
境
界
を
め
ぐ
っ
て
争
そ
い
、
裁
決
さ

れ
た
こ
と
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
羽
津
村
は
論
争
地
を
「
志
氏
野
」

と
記
し
、
阿
倉
川
村
は
　
「
志
重
野
」
　
の
地

名
は
知
ら
ず
垂
坂
道
の
南
に
「
志
根
我
野
」

と
呼
ぶ
地
の
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

（
2
5
）
　
望
拝
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
の

は
、
「
伊
勢
の
大
神
」
と
か
、
「
伊
勢
の
大

神
宮
」
と
な
く
、
「
天
照
大
神
」
　
と
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
天
照
大

神
は
、
伊
勢
の
大
神
宮
で
祀
る
天
照
大
神

を
、
日
の
神
　
（
太
陽
）
　
と
し
て
望
拝
し
た

こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

（
2
6
）
、
『
安
斗
智
徳
日
記
』
に
は
、

廿
六
日
辰
時
、
於
二
朝
明
郡
迦
大
川
上
「

而
拝
コ
礼
天
照
大
神
巾

と
あ
り
、
拝
礼
し
た
時
を
辰
時
と
し
て
い

る
。
現
在
の
時
刻
で
言
え
ば
、
午
前
八
時

か
ら
一
〇
時
頃
で
、
六
月
＝
現
在
の
七
月

頃
の
時
刻
で
あ
れ
ば
、
既
に
日
は
出
て
お

り
（
覇
醐
鷲
論
難
四
）
：
し
こ
は
夜
中

よ
り
雷
雲
が
覆
い
、
雲
間
か
ら
の
日
の
出

と
考
え
た
方
が
良
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

『
日
本
書
紀
』
　
天
武
天
皇
即
位
前
紀
に
、

「
能
二
天
文
遁
甲
一
L
 
L
と
あ
り
、
同
天
皇

四
年
正
月
庚
戌
　
（
五
日
）
　
条
に
は
、
始
め

て
占
星
台
を
興
し
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。

（
2
7
）
、
耳
利
、
耳
常
両
神
社
の
鎮
座
地
に
つ

い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
御
巫
清
直
は
下
之

宮
村
西
脇
氏
所
蔵
の
古
記
文
、
お
よ
び

『
忍
藩
上
申
書
』
　
の
寛
永
十
八
年
　
（
一
六

四
一
）
　
下
之
宮
帳
を
利
用
し
、
下
之
宮
村

に
所
在
す
る
春
日
大
明
神
を
耳
常
神
社
、

広
永
村
　
（
上
之
宮
）
　
の
川
島
大
明
神
を
耳

利
神
社
と
考
足
し
、
両
社
の
神
職
は
、
船

木
氏
が
任
じ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
（
醒

「
伊
勢
国
式
内
神
社
検
録
」
明
治
二
十
一
年
。
荒
川
久

寿
男
「
耳
利
神
社
」
「
耳
常
神
社
」
「
式
内
社
調
査
報
告
』

難
苧
諸
道
2
、
）

（
2
8
）
、
田
中
卓
「
紀
・
記
系
譜
の
信
憑
性
I

ヤ
マ
ト
朝
廷
の
美
濃
・
尾
張
へ
の
進
出
を

め
ぐ
っ
て
」
　
『
創
立
十
周
年
記
念
皇
撃
館

大
学
史
料
編
纂
所
論
集
』
平
成
元
年
。
拙

論
「
日
本
武
尊
の
東
征
伝
承
と
伊
勢
神
宮
」

『
東
海
道
と
伊
勢
湾
』
　
街
道
の
日
本
史
三

〇
、
平
成
十
六
年
。

（
2
9
）
、
田
中
卓
博
士
は
、
こ
の
船
木
を
宮
川

上
流
域
の
大
宮
町
船
木
に
比
定
（
朗
結
端

諜
報
和
）
さ
れ
、
筆
者
も
皇
大
神
宮
別

官
の
瀧
原
宮
・
瀧
原
並
宮
の
鎮
座
地
を
論

ず
る
（
鵠
寵
轄
特
懸
軍
覇
）
中
で
、

そ
の
可
能
性
を
前
提
に
述
べ
た
が
、
大
宮

町
の
船
木
は
、
慶
長
八
年
　
（
一
六
〇
三
）
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成
立
の
『
舟
木
氏
系
図
』
に
は
、
貞
治
二

年
　
（
一
三
六
三
）
　
に
、
土
岐
氏
の
一
族
で

あ
る
舟
木
頼
尚
が
三
瀬
谷
よ
り
一
志
郡
堀

内
（
晒
難
哺
）
へ
移
っ
た
際
、
そ
の
旧
跡

を
譜
代
の
家
人
に
給
し
、
百
姓
が
入
っ
て

一
邑
と
な
っ
た
の
で
、
舟
木
村
と
号
し
た

と
あ
る
。
古
代
に
潤
っ
て
船
木
氏
と
の
関

わ
り
が
証
明
さ
れ
る
の
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
朝
明
郡
の
み
で
あ
る
。

（
0
0
）
、
屋
主
を
家
主
の
誤
り
と
す
る
説
は
、

鹿
持
雅
澄
の
『
常
葉
集
古
義
』
（
周
塞
）
に

み
ら
れ
、
雅
澄
は
「
屋
主
は
、
家
主
を
鳥

し
誤
れ
る
な
る
べ
し
と
さ
れ
、
澤
潟
久
孝

博
士
は
「
或
い
は
こ
れ
は
家
主
の
誤
か
と

も
思
は
れ
る
」
（
窮
境
謹
譲
」
）
と

さ
れ
て
い
る
。
雅
澄
が
「
家
主
を
寮
し
誤
」

る
と
さ
れ
た
の
は
、
左
注
成
立
前
の
こ
と

か
、
『
万
葉
集
』
収
載
の
時
点
、
と
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
万
葉
集
』
に
は
、

家
主
の
歌
は
な
く
、
屋
主
の
歌
が
他
に
一

首
（
巻
八
）
、
大
蔵
少
輔
丹
比
屋
主
真
人
の
歌
一
首

幽
艶
瀞
卦
に
人
の
行
け
れ
ば
後
れ
居
て

お
く
　
　
　
い

春
莱
採
む
児
を
見
る
が
か
な
し
さ

が
あ
り
、
一
〇
三
一
番
の
歌
に
似
た
と
こ

ろ
が
あ
る
と
さ
れ
、
「
屋
主
も
に
わ
か
に

捨
て
難
い
」
（
議
」
．
葦
謀
議
禁
専
）

と
さ
れ
て
い
る
。
屋
主
が
勅
に
よ
り
都
へ

還
っ
た
の
は
、
広
嗣
の
乱
が
平
定
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
随
行
の
人
数
を
減
じ
、
屋

主
以
外
に
も
何
人
か
が
帰
京
を
命
じ
ら
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
3
1
）
、
拙
論
「
奈
良
三
彩
小
壷
出
土
の
多
気

町
ク
ツ
ヌ
イ
遺
跡
を
め
ぐ
っ
て
ー
東
大
寺

大
仏
道
立
と
伊
勢
神
宮
I
」
　
『
史
料
』
一

六
五
号
、
平
成
十
二
年
。

（
3
2
）
、
狭
残
を
「
サ
サ
ム
」
と
訓
ん
で
、
『
倭
姫

命
世
話
』
に
見
え
る
佐
々
牟
江
、
あ
る
い
は

『
延
喜
神
名
式
』
多
気
郡
佐
々
夫
江
神
社
の

鎮
座
地
で
あ
る
多
気
郡
明
和
町
大
淀
に
当

て
る
説
（
襟
語
箆
槻
）
、
「
ナ
ゴ
リ
」
と
訓

ん
で
、
一
志
郡
松
ケ
崎
の
松
ケ
島
を
　
「
な

ぐ
り
町
」
と
い
う
の
に
当
て
る
説
（
控
轟
）
、

古
本
（
頼
麺
講
、
）
に
あ
る
「
サ
サ
」
の
訓

よ
り
、
『
書
紀
』
安
閑
天
皇
元
年
の
伊
勢

国
来
狭
狭
邑
に
当
て
、
同
邑
に
は
土
師
部

が
居
住
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
鈴
鹿
市
土

師
町
に
当
て
る
説
（
配
輩
器
譜
樫
」

安
閑
紀
の
来
狭
狭
呂
は
、
雄
略
天
皇
十
七
年
紀
に
見
え

る
摂
津
国
来
狭
々
村
を
伊
勢
国
に
誤
っ
た
も
の
で
、
安

醒
紫
蘇
誓
脱
誤
沸
醒
鵜
誌
）
ほ

か
が
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
付
会
の

説
で
あ
る
。
行
幸
の
順
次
は
、
鈴
鹿
郡
赤
坂

頓
首
〔
諜
祇
押
詰
押
詰
誹
賎
務
赫

坂
に
砦
す
る
の
が
妥
当
＝
藷
、
藤
〕
－
吾

氏
に
つ
い
て
」
「
史
料
」
一

の
松
原
〔
二
謹
℃
璃
琵
範
か
恕
萩
離
日

鰯
讃
寵
茹
」
－
四
泥
の
崎
（
韓
縛

幣
鶉
鰯
明
）
－
狭
々
行
宮
と
あ
り
、
吾

乃
松
原
は
三
重
郡
に
あ
っ
た
。
四
日
市
市
日

永
・
六
呂
見
町
に
伝
わ
る
文
禄
（
十
薙
二
）

頃
の
古
地
図
と
い
う
『
日
永
六
呂
見
古
地
図
』

（
籍
一
重
舗
磐
田
醒
締
瑞
＋
鮭
）

に
よ
れ
ば
、
日
永
の
東
方
海
岸
線
は
大
き

く
内
湾
し
て
お
り
、
海
山
道
神
社
の
鎮
座

地
は
南
よ
り
北
へ
向
け
て
松
原
の
あ
る
突

出
し
た
砂
隣
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
（
誌

は
土
地
条
件
図
〈
四
日
市
〉
）
、
天
皇
の
御
製
、

か
ら
も
想
定
し
う
る

蜘
蛛
に
恋
ひ
吾
の
松
原
見
渡
せ
ば
　
潮
干

の
潟
に
鶴
鳴
き
渡
る

は
、
赤
坂
よ
り
四
泥
の
崎
へ
至
る
日
永
付

近
か
ら
な
が
め
た
吾
乃
松
原
と
海
辺
の
状

況
　
（
潟
）
　
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
な

お
、
天
平
十
九
年
　
（
七
四
七
）
　
勘
録
の

『
大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
』
に

三
重
郡
赤
松
原
百
町

閑
人
町
　
未
開
田
代
九
十
二
町

四
至
羅
藷
泉
諦
観
道

と
あ
る
赤
松
原
を
、
吾
乃
松
原
に
当
て
る

説
（
認
籠
」
「
請
軽
症
謹
藷
）
が

あ
る
。
四
至
か
ら
す
る
と
、
北
に
朝
明
郡

と
の
郡
堺
の
道
が
あ
り
、
東
上
無
清
泉
、

南
申
社
山
道
、
西
山
之
隈
と
あ
る
こ
と
か

ら
す
る
と
、
赤
松
原
は
山
側
の
菰
野
町
付

近
に
想
定
さ
れ
る
か
。
な
お
、
山
は
必
ず

し
も
山
地
・
丘
陵
を
指
し
た
も
の
で
な
く
、

森
の
あ
る
と
こ
ろ
も
山
と
呼
ぶ
こ
と
の
あ

る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
海
岸
部
で
考
え
る

こ
と
も
可
能
か
。
そ
の
場
合
、
南
の
申
社

は
、
海
山
道
神
社
（
鶴
年
）
と
の
関
わ
り

で
考
え
ら
れ
る
か
。
低
地
部
に
み
ら
れ
る

川
や
海
に
関
わ
る
地
名
が
、
四
至
に
見
ら

れ
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
赤
松
原
を
吾

乃
松
原
に
比
定
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ

ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
鈴
鹿
市
若
松

町
や
四
日
市
市
松
原
町
を
吾
乃
松
原
に
比

定
す
る
説
も
あ
る
が
、
若
松
町
は
河
曲
郡
、

松
原
町
は
朝
明
郡
で
、
明
ら
か
に
左
注
の

指
摘
と
相
違
す
る
。

な
お
、
狭
残
の
狭
を
訓
　
（
サ
）
、
残
を

音
　
（
ザ
）
　
で
読
む
こ
と
に
地
名
表
記
上
疑

問
が
あ
る
と
さ
れ
、
「
残
」
は
「
浅
」
　
の
誤

り
で
は
な
い
か
と
す
る
説
（
鰯
畿
鶏
業

親
等
も
あ
る
。
『
和
名
類
衆
抄
』
の
地
名

表
記
で
見
れ
ば
、
「
八
坂
馳
坂
」
「
綴
喜
相
々
」

な
ど
音
訓
混
用
の
地
名
表
記
も
見
ら
れ
、

必
ず
し
も
、
古
本
の
訓
み
「
サ
サ
」
が
誤

り
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
3
3
）
、
桑
名
郡
石
占
頓
宮
は
、
蓬
左
文
庫
本
・

兼
右
本
等
の
『
続
日
本
紀
』
諸
本
や
『
日

本
紀
略
』
　
で
は
、
「
至
桑
名
郡
石
占
頓
宿
」

と
あ
り
、
国
史
大
系
本
は
「
宿
」
を
谷
森

本
傍
書
に
よ
り
「
富
」
　
に
改
め
て
い
る
。

し
か
し
、
諸
本
・
『
紀
略
』
　
の
ま
ま
「
宿
」

と
し
、
「
桑
名
郡
石
占
に
至
り
、
頓
り
宿

り
た
ま
ふ
」
と
訓
む
、
新
日
本
古
典
文
学

大
系
『
続
日
本
紀
』
　
の
訓
み
に
従
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。
石
占
の
所
在
地
は
不
明
で
あ

る
が
、
日
本
武
尊
の
熊
襲
平
定
の
折
、
尾

張
田
子
稲
置
・
乳
近
稲
置
と
と
も
に
尊
に

従
っ
た
石
占
横
立
の
名
が
見
え
（
語
諾
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譲
一
行
詩
当
期
）
、
桑
名
郡
で
も
古
く
か

ら
の
有
力
豪
族
の
居
住
地
と
理
解
さ
れ
る
。

当
地
に
、
郡
家
が
置
か
れ
た
か
否
か
は
不

明
。
補
記
1
7
で
指
摘
し
た
西
方
廃
寺
が
、

聖
武
天
皇
伊
勢
巡
幸
の
折
、
行
基
が
建
立

し
た
と
伝
え
る
清
書
寺
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

石
占
は
こ
の
付
近
に
求
め
る
べ
き
か
。
北

方
六
〇
〇
㍍
程
の
丘
頂
部
に
は
、
桑
名

郡
唯
一
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
高
塚
山
古

墳
（
全
長
約
五
〇
㍍
、
四
世
紀
末
）
　
が
あ

る
。
ま
た
、
古
相
タ
イ
プ
の
三
角
縁
神
獣

鏡
三
両
（
雛
駿
）
の
出
土
し
た
古
墳
が
、

桑
名
市
（
讃
地
）
に
所
在
し
た
。

（
3
4
）
、
『
延
書
式
』
民
郡
上
に
は
、

几
志
摩
国
百
姓
口
分
田
。
便
班
コ
授
伊

勢
。
尾
張
両
国
「
唯
伊
勢
神
郡
者
、
不

レ
在
二
授
限
↓

と
あ
り
、
伊
勢
国
で
は
十
三
郡
中
、
多
気
・

度
会
の
二
神
郡
を
除
く
地
で
、
口
分
田
を

班
給
し
て
い
る
。
恐
ら
く
、
口
分
田
は
伊

勢
国
の
乗
田
か
ら
班
給
し
は
じ
め
、
尾
張

国
に
お
よ
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
尾

張
国
山
田
郡
（
蟹
露
語
馴
靴
、
．
鵜
却

緋
聾
の
志
摩
国
百
姓
口
分
田
は
、
田

租
よ
り
逆
算
す
る
と
二
一
〇
段
で
、
す
べ

て
男
子
と
す
る
と
一
〇
五
人
分
に
あ
た
る

（
繁
藤
鞍
話
語
）
。

（
3
5
）
、
建
久
三
年
（
二
九
二
）
　
の
　
『
皇
大

神
宮
年
中
行
事
』
に
は
、
神
宮
の
三
節
祭
・

祈
年
祭
。
公
卿
勅
使
・
臨
時
奉
幣
便
・
六

節
会
の
時
に
、
魚
介
を
貢
進
す
る
島
々
の

一
つ
に
「
佐
々
良
」
が
あ
り
、
現
、
南
勢

町
礫
浦
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
五

ヶ
所
湾
口
の
礫
浦
に
所
在
す
る
宮
山
古
墳

（
径
一
一
㍍
程
、
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
前

半
）
　
か
ら
は
、
七
世
紀
前
半
の
須
恵
器
と

と
も
に
、
金
銅
製
双
龍
文
環
頭
大
刀
が
出

土
（
轟
嬢
輩
譲
竃
藷
鶉
）
し

て
お
り
、
久
留
倍
遺
跡
南
方
に
所
在
す
る

死
人
谷
横
穴
墓
群
か
ら
も
同
様
の
双
龍
文

環
頭
大
刀
が
出
土
し
て
い
る
点
は
、
注
目

さ
れ
る
。
朝
明
郡
郡
司
の
船
木
氏
の
存
在

と
『
住
吉
大
社
神
代
記
』
　
の
記
事
を
考
え

る
と
、
郡
家
の
所
在
し
た
大
矢
知
と
南
勢

町
礫
浦
と
は
神
功
皇
后
や
斉
明
天
皇
の
朝

鮮
出
兵
な
ど
を
通
じ
て
、
何
等
か
の
関
わ

り
の
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

『
神
風
妙
』
　
の
志
摩
国
に
は
、
比
定
地
未

詳
で
あ
る
が
、
「
船
木
原
御
厨
訴
人
反
」

が
見
え
て
い
る
。

（追記）
八
月
六
・
七
の
両
日
に
わ
た
っ
て
、
三

重
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
三
回
考
古
学
研

究
会
東
海
例
会
で
、
I
期
の
都
庁
北
第
一

脇
殿
（
S
B
四
四
四
）
を
H
I
②
期
の
溝
（
S
D

四
九
四
）
が
切
り
、
こ
の
溝
中
よ
り
須
恵
器

杯
片
一
点
が
出
土
し
て
お
り
、
七
二
〇
～

七
四
〇
年
頃
の
も
の
と
す
る
見
解
（
錦
弼

醐
嫡
離
詑
鰯
別
指
樺
山
）
と
八
世

紀
末
頃
と
す
る
見
解
（
酷
熊
結
難
腕

藤
の
）
が
見
ら
れ
、
I
期
に
属
す
る
郡

庁
跡
は
、
八
世
紀
前
半
以
前
、
あ
る
い
は

八
世
紀
末
以
前
と
す
る
二
つ
の
見
解
が
出

さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
、
遺
構
壁
土
の
掘
り

下
げ
を
行
な
っ
て
い
な
い
段
階
で
検
出
さ

れ
た
わ
ず
か
一
点
の
須
恵
器
片
で
提
示
さ

れ
た
見
解
で
、
そ
の
是
非
を
問
う
こ
と
は

む
ず
か
し
い
。

都
庁
遺
構
（
I
期
）
に
対
応
す
る
正
倉
院
、

正
倉
院
遺
構
　
（
Ⅲ
I
①
－
③
期
）
　
に
対
応

す
る
郡
庁
は
未
確
認
で
あ
り
、
現
発
掘
区

以
外
の
隣
接
地
に
郡
衛
遺
構
が
広
が
っ
て

い
る
可
能
性
が
高
く
、
周
辺
に
存
在
す
る

遺
跡
（
大
矢
知
田
畑
・
青
木
谷
）
を
含
め
て
、

朝
明
郡
衛
址
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
の
場
合
、
既
に
遺
跡
の
多
く
が
消
滅
し

た
青
木
谷
遺
跡
や
現
大
矢
知
集
落
内
、
県

道
員
弁
四
日
市
線
の
東
側
（
艶
馳
藷
叙

調
紫
苑
諜
裾
）
へ
の
、
郡
衛
施
設
の
広
が

り
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
発
掘

で
は
、
朝
明
郡
衛
の
主
要
遺
構
の
一
部
を

検
出
し
た
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
大
化
の
改
新
の
詔
（
大
化
二
年
へ
六

四
六
）
）
に
よ
っ
て
、
地
方
行
政
区
画
が
定

ま
っ
た
こ
と
は
、
天
智
天
皇
四
年
乙
丑
（
六

六
五
）
の
年
紀
を
持
つ
明
日
香
村
石
神
遺

跡
出
土
の
木
簡
（
繋
籍
難
業
藍

誘
譲
に
欝
）
に
、

・
乙
丑
年
十
二
月
三
野
国
ム
下
評

・
大
山
五
十
戸
造
ム
下
マ
知
ツ

ロ
大
田
マ
児
安

と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
久
留

倍
遺
跡
の
遺
構
埋
土
の
掘
り
下
げ
に
よ
っ

て
、
同
遺
跡
が
壬
申
の
乱
当
時
の
朝
明
郡

衛
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
が
薄
れ
た
場
合
、

周
辺
部
な
い
し
は
県
道
員
弁
四
日
市
線

（
古
道
）
　
沿
い
に
位
置
す
る
西
ケ
広
遺
跡

を
以
っ
て
郡
衛
址
に
想
定
す
る
こ
と
も
可

能
か
。
そ
の
場
合
、
「
非
コ
の
字
」
　
型
配

置
郡
衛
　
（
西
ケ
広
）
　
か
ら
　
「
コ
の
字
」
型

配
置
郡
衝
　
（
久
脅
倍
）
　
へ
の
変
遷
　
（
移
転
）

を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
但
し
、
最
近

発
掘
さ
れ
た
豊
後
国
海
部
郡
衝
の
可
能
性

の
高
い
大
分
市
城
原
・
里
遺
跡
で
は
、
飛

鳥
時
代
（
能
鵜
）
の
「
コ
の
字
」
型
配

置
を
持
っ
た
大
型
掘
立
柱
建
物
群
が
検
出

（
諮
続
籍
悲
涙
薪
能
誹
醍
議
日

韓
ロ
モ
欝
聖
経
虻
）
さ
れ
て
お
り
、
「
コ

の
字
」
型
配
置
が
、
建
都
時
か
ら
の
基
本

要
素
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
西
ケ
広
遺
跡
以

外
で
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、

前
述
し
た
古
道
　
（
郡
伝
路
）
　
の
持
つ
意
味

は
大
き
い
。

（
付
記
）
　
本
論
文
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ

て
、
大
島
信
生
・
松
下
洋
子
の
各
氏
に
は
、

種
々
御
示
教
を
い
た
だ
き
、
資
料
提
供
等

色
々
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
、
謝
意

を
表
し
ま
す
。

（
前
号
訂
正
）

2
頁
4
段
一
行
目
　
都
庁
院
地
区
と
正
倉

院
・
D
・
E
地
区
－

正
倉
院
地
区
と
都
庁

院
・
D
・
E
地
区

7
頁
3
段
二
二
行
目
　
石
占
顕
官
－
石
占
頓
宿

ク
頁
表
㈲
上
段
七
行
目
　
2
日
－
5
日

入
行
日
　
頓
宮
－
頓
宿

編
集
兼
　
皇
撃
館
大
学
史
料
編
纂
所

発
行
者
　
　
　
　
清
　
水
　
　
　
潔

〒
五
一
六
－
八
五
五
五

伊
勢
市
神
田
久
志
本
町
一
七
〇
四

鴫
鎧
〇
五
九
六
－
二
二
－
六
四
六
二

振
替
口
座
　
〇
〇
八
九
〇
－
九
－
四
〇
四
四
四

隔
月
発
行
・
頒
価
送
料
共
一
部
二
〇
〇
円

※
研
究
機
関
・
学
会
・
図
書
館
等
に
は

無
償
で
送
付
し
ま
す
の
で
お
申
し
込

み
下
さ
い
。

※
個
人
で
御
希
望
の
方
は
送
料
込
み
年

間
一
、
8
0
円
を
お
送
り
下
さ
い
。




